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団体名 作成日 3 月22日

事業名

なかの生涯学習サポーター
の会

講習会開催協力、まち歩き調査参加、
講習会・振り返り時のファシリテー
ター

(一社）D&A Networks 地図編集作成

日本ブロアー（株） 講習会資料印刷

CLUB NECO 地図裏面・地図表紙編集作成・校正・
印刷

今昔千写 講習会・防災イベントチラシデザイン
ユメックス(株) 地図を団体ホームページに掲載

講習会参加
講習会・防災イベント参加、追加調査
協力、講習会・振り返り時のファシリ
テーター

大学ボランティア
バリアフリーサークル
With you、スマイルwith
Ｋ

Bチャレ　新たなつながり部門　実績報告書

｢地域防災力の向上を高める　防災バリアフリーマップつくり｣
－いざという時を平時から考える－

特定非営利活動法人リーブ・ウィ
ズ・ドリーム

協働団体名
及び役割

（適宜枠を増減して記載し
てください）

団体名 役割
申請団体（自団体） 講習会・まち歩き調査の企画、運営。

広報。地図の企画作成と発信。協力団
体・企業・大学との連携調整。

担当課 関連する文京区各課、防災に課題感の
ある町会など地域コミュニティとの情
報共有、広報、地図掲載情報の確認と
アドバイス

地域コミュニティ 地図作成地域の選定、講習会への参
加、地域コミュニティへ講習会参加呼
びかけ

東京ボランティア・市民活
動センター

防災まち歩き調査講習会講師、防災ま
ち歩き調査、ファシリテーターの人選
と手配

(一社)災害協働サポート東
京

防災まち歩き調査講師、ファシリテー
ター
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提案背景・目的
エントリーシートと同様で
可

　昨今の地震多発により、防災・減災への意識が高まる中、平時からの
情報収集と対策が重要となっています。特に障がい者や高齢者など移動
困難者に関する情報は既存のハザードマップでは十分とは言えず、地域
での共有が課題。そこで、地域住民と共に防災・バリアフリーマップを
作成し、実際にまちを歩いて調査・体験することで、防災を自分事とし
て捉え、必要な備えや課題を理解することができる。この取り組みは、
要配慮者への理解促進と支援体制の構築、地域のつながり強化につなが
り、災害時に助け合える地域防災力の向上を目的としている。

事業実施概要
事業実施の準備も含めてい

だ が ど

① ４月：区役所内防災危機管理課にて、スタートアップ会議をおこなっ
た。区防災危機管理課、区民課、社会福祉協議会、団体金子が出席し
た。
①③７月：駒込地域活動センターにて防災危機管理課、社会福祉協議
会、団体金子が町会への説明会に出席し、防災・バリアフリーマップ作
り事業について説明した。講習会日時と防災・バリアフリーマップの内
容について町会の皆様からご意見を伺った。町会からの参加者募集を依
頼した。
②８月：東京ボランティア・市民活動センター・加納さんに防災まち歩
き講師参加についてご相談し、一般社団法人災害協働サポート東京の福
田さんを紹介頂いた。
⑤ 社会福祉協議会と団体でボランティアの募集を開始した。
⑩ 10月：社会福祉協議会、団体金子と一般社団法人災害協働サポート東
京の福田さん、東京ボランティア・市民活動センター間瀬さんを中心
に、防災まち歩き調査のための事前まち歩きを1回おこなった。

⑦ 10月5日：第1回講習会を駒込地域活動センター・多目的室で開催し
た。吉片町会、神明西部町会、神明上町会、富士前町会、本駒自治会を
中心に25名が参加した。区防災危機管理課より区の防災についての考え
方をお話頂いた。
一般社団法人災害協働サポート東京の福田講師より防災まち歩き調査に
ついての講習後、5つの班にわかれて防災まち歩き調査をおこなった。調
査終了後に情報の整理と地図への清書、振り返りをおこなった。

⑧ 10月25日：第2回講習会・バリアフリーまち歩き調査を駒込地域活動
センターで開催した。吉片町会、神明西部町会、神明上町会、富士前町
会、本駒自治会を中心に33名が参加した。団体金子よりバリアフリーま
ち歩き調査についての講習の後5つの班にわかれてまち歩き調査をおこ
なった。調査後、情報の整理と地図への清書、振り返りをおこなった。
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つ、だれが、どこで、何を
行ったのかを具体的に記載
してください

⑥ 11月：区役所内防災危機管理課にて、中間報告会をおこなった。

⑨ 11月22日：駒込地域活動センターで第3回講習会にて講習会全体の振
り返りと地図情報の校正、地図に掲載する情報についてのグループワー
クを5っの班で開催し区防災危機管理課、吉片町会、神明西部町会、神明
上町会、富士前町会、本駒自治会、大学生を中心22名が参加した。

⑮ 2026年2月：防災・バリアフリーマップ完成

⑪ 2月21日：富士神社境内にて町会関係者に地図を贈呈した。防災イベ
ントも併せて開催した親子あわせて51名が参加した。イベントではプ
レーカーを中心に楽器やおままごと、昔遊びなどの遊び場や子供向け、
大人向けの防災講座や遊びで子ども達に防災を教えるコーナーがあっ
た。

⑰ 3月：区役所防災危機管理課で最終報告をおこなった。防災危機管理
課、区民課、社会福祉協議会と団体金子が出席した。

2025年
⑫ 7月～地図掲載地域の調査用地図を作成し、講習会と追加調査後に地
図を作成（校正作業含む）した。
⑬⑭ 10月～12月：講習会終了後に、団体を中心に地図情報確認のため
の追加調査をおこない、地図情報の加筆修正をおこなった。地図裏面掲
載情報について各町会から原稿と写真の提供を受けた。裏面情報の校正
を防災危機管理課、各町会、社会福祉協議会に依頼し、地図の加筆修正
をおこなった。

担当課：
町会内を参加者が実際に歩いて防災・バリアフリーマップを作成することで、普
段通っている場所でも新しい発見に気が付き、防災への関心を高めていく様子が
多く見られた。町会員同士が直接顔を合わせる機会があることで、災害時に連携
しやすくなると考えられることから、地域の実情や要望に応じた支援をお願いし
たい。
町会
各町会の方の意見を聞いて我々が住んでいる地域の良さ及び問題点が改めて確認
できた．今後の防災活動に生かしたいと思う（富士前町会）。若い世代にも積極
的に参加してもらいたい。それが継承に繋がる（富士前町会）。普段自分が生活

朝原 優真
取り消し線
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利用者からのコメン
ト
（アンケート結果など）

講習会では防災やバリアフリーの視点を持つことができて、自分の住む
地域に対して見方が変わった、地域の方々と繋がる大切さがわかった、
知らない人に伝えていきたい等の意見が多くあった。一人一人の防災意
識が高まっただけでなく、他の人々にも伝えたいという気持ちの高まり
を感じた。
（アンケートより）

第1回講習会：防災に対する意識は変わりましたかに対して　向上した
との回答が２２名、どちらでもないが３名となった。向上したとの回答
方からは、自分たちの町の防災に関心を持つようになった（本駒自治
会）、建物の代替わりもあり、住宅地の道価も変わりつつあることを感
じた（吉片町会）
などの意見があった。
　第2回講習会：防災に対する意識は変わりましたかに対して、向上した
との回答が１３名、どちらでもないが１名となった。向上したとの回答
方からは、いつも何気なく歩いている所を改めて知ることの大切さを知
りました（本駒自治会）。普段歩いている地元でも知らなく又、気づか
ない事が多くあり意識が変わった（富士前町会）などの意見があった。
　＊第3回校正と裏面については、アンケートをとってはいないが、参加
された町会の皆さんからは改めて自分の住む町の良さや危険箇所を知る
事ができて満足であるという意見を頂いた。

事業に対する協働団
体からのコメント
（担当課からのコメント必
須、他は自由記述）

する町でも、小さなことに目を向けて見たり見つけたりして、それを人に伝えて
いければ良いと思った（神明西部町会）。まち歩きと他町会の皆さんとの交流
を通して、町全体を把握すること、お互いに協力し合って防災に取り組むこと
の大切さを学びました（神明上町会）。年令や色々な職業の人達と話しながら町
を見て歩けて新鮮な感覚で良かった（神明上町会）。避難所まで1番遠い町会
で、高齢化が進んで、エレベーターが止まったら皆さん動きがとれない。在宅避
難を進めている（本駒自治会）今回のような、いくつかの町会のマップや意見を
まとめるやり方なのを活用していきたい（本駒自治会）。段差や坂が多くてビッ
クリした（吉片町会）。イベントを通じて多くの人と繋がりたいと思った（吉片
町会）。
大学生・一般参加者・スタッフ
防災設備が数多くあった。まさかの時に使えそうな安心感を持てた。あとは落ち
着いて行動できるかにかかっているように思う。（スタッフ）。車いすで安全に
動けるかという違う視点でみるとずいぶん変わってくると実感できた、勉強に
なった（曙町会民生委員）。今後町を歩く際の視点が大きく変わると思う（一般
参加者）
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協働による効果

防災・バリアフリーマップを、防災危機管理課および地域に精通した社
会福祉協議会と協働して作成したことにより、それぞれの強みが活かさ
れた効果的な取り組みとなった。防災危機管理課が持つ専門的な防災・
減災や災害対応の知識を地域住民と共有することで、実践的で信頼性の
高い情報を地図に反映することができた。また、社会福祉協議会の地域
理解とネットワークにより、多様な立場の声を丁寧に拾い上げることが
可能となった。さらに、NPOとしてのきめ細やかな視点や配慮を加える
ことで、利用者に寄り添った実用的な内容となった。加えて、地域の
人々が主体的に参加し、意見を出し合いながら作り上げたことで、完成
した地図への愛着と達成感が生まれ、地域への関心や防災意識の向上に
もつながった。これらの相乗効果により、地域に根ざした実効性の高い
地図づくりが実現できたことが、協働による大きな成果である。

成果目標の達成度
(スタートアップ会議・中間
報告会を通じて設定した目
標について結果はどうだっ
たか、そう判断した根拠を
記載してください)

　町会、民生児童委員、学校、NPO、学生などが協力して地図作りに取
り組むことで、住民間の信頼関係が深まり、地域の連携が強化される。
多様な視点が共有されることで、地域の新たな課題や改善策が見つか
り、防災やバリアフリーへの意識も高まることを成果目標として本事業
を実施した。防災とバリアフリーまち歩き調査の実施により、参加者は
防災意識およびバリアフリーへの理解を深め、日常のまちの見方を見直
す機会となった。「車いすでの安全性の違いに気づいた」「防災を身近
に考える機会となった」「ハザードマップでは分からない実態を知るこ
とができた」といった声が寄せられたほか、「坂に囲まれ避難が困難」
など具体的な課題認識や、「改善すればより良くなる」といった前向き
な意見も得られた。また、「知らない町会の人と顔見知りになった」な
ど地域内の交流が促進され、コミュニティのつながり強化にも寄与し
た。さらに、これまで町会活動に関わりの少なかった住民に対しても、
地域活動の存在や意義を周知する契機となり、地域コミュニティへの関
わりの拡大が期待される。防災イベントは主に若い世代・子育て世代を
ターゲットとして開催した。普段町会に関わる事が少ない層の参加はコ
ミュニティの広がりと多様性の向上につながるものである。地図のお披
露目では見やすさへの評価や増刷要望もあり、防災意識の高まりが確認
された。一方で、さらなる参加促進に向けた広報強化の必要性も明らか
となった。
　後日、町会で話し合いをおこない、効果的な配布方法や活用方法を考
えている旨連絡を頂き今後の地図の活用が期待できる結果となった。
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今後の活動予定
(Bチャレでの成果を踏まえ
て、今後はどう展開される
のかを記載してください)

別紙１：事業スケジュール(報告版)
別紙２：収支報告書
別紙３：関係者マップ

※追加別添１：この事業を通じて制作したチラシなどのデータ
※追加別添２：この事業の様子が分かる公開可能な写真データ（10枚以内）
※追加別添３：事業実施にかかった費用の領収書

今回参加された町会より、今後効果的な地図の配布、使い方を各町会長
と相談しているとご連絡を頂き、地図更新や地元小中学校のイベントが
あればお手伝いすることをお伝えした。この3年間で関わりをもつことが
できた地域で何かしら活動をしていきたい。あわせて防災・バリアフ
リーマップを広げることができるような活動方法を考えたい。
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別紙１：事業スケジュール(報告版) 団体名：特定非営利活動法人リーブ・ウィズ・ドリーム
　

実施内容　/　月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①地区選定・地域関係者打ち合わせ ●

②講師依頼・講習会内容会議

③参加者募集

⑤ボランティア募集

⑥中間報告会 ●

⑦第1回講習会 ●

⑧第2回講習会 ●

⑨第3回講習会 ●

⑩防災イベント打ち合わせ

⑪地図贈呈＆防災イベント ●

⑫調査内容まとめ

⑬追加まち歩き調査

⑭地図作成・校正

⑮地図印刷 ●

⑯地図配布・防災イベント ●
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⑰最終報告 ●

フミコム/関係課との会議 ● ● ● ●

＊列の数・行の幅は必要に応じて変更してご記入下さい
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別紙２：収支報告書 団体名：特定非営利活動法人ﾘｰﾌﾞ･ｳｨｽﾞ･ﾄﾞﾘｰﾑ

円

積　算　根　拠

収入 650,494 円

費　目 予 算 額

「Bチャレ」助成金 588,000 円

自己資金 62,494 円

円

支出 650,494

費　目 予 算 額 積　算　根　拠

講師謝金 20,000 円 防災まち歩き講師　＠20,000×1人×1回

防災まち歩きファシリ
テーター謝金

10,000 円 防災まち歩き講師　＠10,000×1人×1回

防災・バリアフリーまち
歩き調査スタッフ謝金

77,400 円 支出内容・単価・内訳等別紙

防災イベントスタッフ謝金 45,600 円 支出内容・単価・内訳等別紙

追加調査スタッフ謝金 33,200 円 支出内容・単価・内訳等別紙

スタッフ交通費 34,646 円 支出内容・単価・内訳等別紙

行事保険 10,012 円 講習会1回～3回　防災イベント

印刷費１ 45,174 円
地図印刷費　2,000部両面カラー折り入稿
手数料込み

印刷費２ 7,160 円 チラシ 2回 各300部　片面4色
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印刷費3 13,653 円 講習会資料・打ち合わせ資料

地図表紙・チラシデザ
イン費

41,000 円 地図表紙・チラシデザイン

地図作製費１ 150,000 円 地図表面デザイン作成

地図作製費２ 60,500 円 地図裏面デザイン作成

イベント開催費 80,000 円 プレーカー、会場費

地図ホームページ公開 7,920 円 団体HP掲載

手数料 3,617 円
行事保険振込手数料（講習会3回・防災イベ
ント1回）1回203円 他振込手数料

郵送費 1,400 円 チラシ発送　フミコム

文具 9,212 円 講習会・イベント用文具



別紙３：関係者マップ（報告版）

リーブ・ウィズ・
ドリーム（自団体）

吉片町会 ・神明上町会 ・富士前町会 ・神明西部町会
本駒自治会

文京区

ボランティア

　：学生・企業

作成日：令和 7年 12 月 15 日

地域住民・関係者への参加呼びかけ連携依頼・

区関連課調整依頼

広報依頼・地図掲載情報の確認とアドバイス

地域コミュニティと
文京区関連各課との連携
広報協力
地図掲載情報の確認と

アドバイス

講習会・追加調査参加

講習会参加･ファシリテーター依頼
広報協力依頼

講習会参加
地域情報提供
広報協力

講習会・追加調査
参加依頼

講習会参加依頼
地域情報提供依頼
広報協力依頼

今昔知写

講習会参加･ファシリテーター
広報協力

一般社団法人D&A Networks

東京・ボランティア
市民活動センター

講習会チラシ作成依頼

デザイン作成

防災まち歩き調査講師依頼

    講師人選と手配

地図表面編集 ・ 作成

地図表面編集 ・ 作成依頼

なかの生涯学習
サポータ－の会

ユメックス株式会社

地図情報 HP 掲載依頼

地図情報 HP 掲載

CLUB NECO
地図表紙 ・ 裏面作成依頼　地図印刷依頼

地図表紙 ・ 裏面作成
地図印刷

日本ブロアー株式会社講習会資料等印刷

講習会資料等印刷依頼
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防葵ま壱鋳き
10月 5E](日 ) 13:30～ 16:30
防災視点でのまち歩き調査

まちの防災施設や設備などを調べる (災害協働サポート東京)

ヅヾ期アフリーま壱かき調査
10月 25E](」L)13:30～ 16:30
バリアフリーの視点でのまち歩き調査
まちにある坂の傾斜や段差、
バリアフリー施設等を調べる  (NPO法人リーブ・ウイズ・ ドリーム)

調査まとり
11月 22E](」L)13:30～ 16:30
防災まち歩き調査とバリアフリー

竜訪蕩翌羅宮
情報のまとめ

 (NPO法人リーブ・ウイズ・ドリーム)

申込・お問い合わせ先  NPO法人 リープ・ウイズ・ ドリーム

右記のお問い合わせフオームに、必要事項 (氏名、所属、

電話番号、メールアドレス、参加可能な日付)を入力下さい。

■

E

ロ □申し込み締め切り:各 開催 1週間前迄 (各 のみの参加も可能です)



対　象対　象

定　員定　員

会　場会　場

申込・お問い合わせ先申込・お問い合わせ先 NPO法人リーブ・ウィズ・ドリームNPO法人リーブ・ウィズ・ドリーム

８０名程度

この事業は、文京区社会福祉協議会  Bチャレ(提案公募型協働事業)の助成金で実施しています
 

右記のお問い合わせフォームに、氏名と参加人数を入力下さい右記のお問い合わせフォームに、氏名と参加人数を入力下さい

参加費参加費 無　料

駒込富士神社境内（文京区本駒込５丁目７－20）

  申し込み締め切り：２０２６年２月１２日（木）  申し込み締め切り：２０２６年２月１２日（木）

日　時日　時 ２０２６年２月２１日（土） １３:００～１６:００

防災遊び場「あそぼうさい」イベント開催　　

巨大コリント＆ピタゴラ装置、昔遊びや打楽器、段ボール

や紙管の素材あそび、積み木やおままごと、ハンモックや

綱引き、トランポリンなど沢山あります。

さらに、こども防災活動家かーびーによる「じじじ地震だ

ゲーム」や「防災サバイバルワークショップ」「いろいろ

な被災地の写真の展示」もあります。

プレーカーイベント対象：乳幼児連れの方、小学校低学年のお子様（保護者同伴）

遊びながら学べる×防災 ＝ ”あそぼうさい ”

こども防災活動家　かーびー

吉片町会・富士前町会・神明上町会・神明西部町会・本駒自治会地域にお住まいの方等

　　注）予約のない方は、会場受付で行事保険の加入のため、お名前の記入を
　　　　お願いします

防災・バリアフリーマップお披露目会 ＆　　

吉片町会・富士前町会・神明上町会・神明西部町会・本駒自治会のみなさんが、

町会内を歩いて調べて作った「防災・バリアフリーマップ」が完成しました。

まちの防災設備やバリアフリー情報が掲載された地図を是非ご覧下さい。

防災・バリアフリーマップお披露目

    イベントに取材がはいります。撮影不可の場合は

    受付時にお申し出下さい

※受付開始：13:00　※最終入場：15:30

※雨天決行・荒天中止となります。中止の場合は当日１０：００迄に
リーブ・ウィズ・ドリームのホームページ（https://www.lwd.tokyo/）
に掲載致します。
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